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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般
セルとＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定
セルとを含む移動通信システムにおいて、ＭＢＭＳデー
タを移動端末に配信するための移動通信方法を提供する
。
【解決手段】一般セルから報知されるＭＢＭＳデータを
コネクティッド状態で移動端末が受信する場合において
、特定セルの運用状態及び一般セルから移動端末に提供
されるサービスの状態の少なくとも１つに基づいて、一
般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか否か
を判断するステップを備える。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＭＢＭＳデータの同報配信をサポ
ートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて、ＭＢＭＳデータを受信する移動
端末であって、
　前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態に基づいて、前記一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか否かを判断し、その判断結果に基づく情報を
、前記一般セルを管理する無線基地局へ送信する処理を実行する制御部を備え、
　前記制御部は、ＭＢＭＳサービスに関する報知情報を送信する前記一般セルに対して、
前記判断結果に基づく情報を送信することを特徴とする移動端末。
【請求項２】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＭＢＭＳデータの同報配信をサポ
ートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて、ＭＢＭＳデータを同報配信する
一般セルを管理する無線基地局であって、
　前記一般セルから報知されるＭＢＭＳデータをコネクティッド状態の移動端末に同報配
信し、且つ、ＭＢＭＳサービスに関する報知情報を前記一般セルから送信する場合におい
て、前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態に基づいて前記一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか否かを判断した前記移動端末から、前記判断
の結果に基づく情報を受信する制御部を備えることを特徴とする無線基地局。
【請求項３】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前記ＭＢＭＳデータの同報配信を
サポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて、ＭＢＭＳデータを受信する
移動端末における移動通信方法であって、
　前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態に基づいて、前記一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか否かを判断し、その判断結果に基づく情報を
、前記一般セルを管理する無線基地局へ送信する処理を実行するステップを備え、
　前記ステップにおいて、ＭＢＭＳサービスに関する報知情報を送信する前記一般セルに
対して、前記判断結果に基づく情報を送信することを特徴とする移動通信方法。
【請求項４】
　ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルとＭＢＭＳデータの同報配信をサポ
ートしない特定セルとを含む移動通信システムにおいて、ＭＢＭＳデータを受信する移動
端末に備えられるプロセッサであって、
　前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態に基づいて、前記一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか否かを判断し、その判断結果に基づく情報を
、前記一般セルを管理する無線基地局へ送信するステップを実行し、
　前記ステップにおいて、ＭＢＭＳサービスに関する報知情報を送信する前記一般セルに
対して、前記判断結果に基づく情報を送信することを特徴とするプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前記ＭＢＭＳデータの
同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムに適用される移動端末、無
線基地局、移動通信方法、及びプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セル（例えば、マクロセル）が知
られている。また、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セル、
ホームセル又はフェムトセルなどと称される特定セルも知られている。
【０００３】
　なお、特定セルには、アクセス種別を設定することが可能である。アクセス種別は、「
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Ｃｌｏｓｅｄ」、「Ｈｙｂｒｉｄ」又は「Ｏｐｅｎ」である。
【０００４】
　ここで、特定セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしていない。一方で、特定
セルは、移動端末がコネクティッド状態であれば、ＭＢＭＳデータをユニキャストで送信
することは可能である。
【０００５】
　しかしながら、ＭＢＭＳデータをユニキャストで送信すると、同報配信のメリットが得
られず、ネットワーク効率が低下してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００　Ｖ９．４．０
【発明の概要】
【０００７】
　第１の特徴に係る移動通信方法は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セル
と前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムに
おいて、前記ＭＢＭＳデータを移動端末に配信するための方法である。移動通信方法は、
前記一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをコネクティッド状態で前記移動端末が
受信する場合において、前記特定セルの運用状態及び前記一般セルから前記移動端末に提
供されるサービスの状態の少なくとも１つに基づいて、前記一般セルにおける前記ＭＢＭ
Ｓデータの受信を継続するか否かを判断するステップＡを備える。
【０００８】
　第２の特徴に係る移動端末は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと前
記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにおい
て、前記ＭＢＭＳデータを受信する。移動端末は、前記一般セルから報知される前記ＭＢ
ＭＳデータをコネクティッド状態で受信する場合において、前記特定セルの運用状態及び
前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態の少なくとも１つに基づいて
、前記一般セルにおける前記ＭＢＭＳデータの受信を継続するか否かを判断する制御部を
備える。
【０００９】
　第３の特徴に係る無線基地局は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと
前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにお
いて、前記ＭＢＭＳデータを同報配信する一般セルを管理する。無線基地局は、前記一般
セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをコネクティッド状態の移動端末に同報配信する
場合において、前記特定セルの運用状態及び前記一般セルから前記移動端末に提供される
サービスの状態の少なくとも１つに基づいて、前記一般セルにおける前記ＭＢＭＳデータ
の受信を継続するか否かを判断する制御部を備える。
【００１０】
　第４の特徴に係るプログラムは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと
前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにお
いて、前記ＭＢＭＳデータを受信する移動端末で用いる。プログラムは、前記一般セルか
ら報知される前記ＭＢＭＳデータをコネクティッド状態で受信する場合において、前記特
定セルの運用状態及び前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの状態の少な
くとも１つに基づいて、前記一般セルにおける前記ＭＢＭＳデータの受信を継続するか否
かを判断するステップをコンピュータに実行させる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、第１実施形態に係る移動通信システム１００を示す図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る無線フレームを示す図である。
【図３】図３は、第１実施形態に係る無線リソースを示す図である。
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【図４】図４は、第１実施形態に係るＵＥ１０を示すブロック図である。
【図５】図５は、第１実施形態に係る設置環境を説明するための図である。
【図６】図６は、第１実施形態に係る設置環境を説明するための図である。
【図７】図７は、第１実施形態に係るｅＮＢ１１０Ａを示すブロック図である。
【図８】図８は、第１実施形態に係る移動通信方法を示すシーケンス図である。
【図９】図９は、付記を説明するための図である。
【図１０】図１０は、付記を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下において、本発明の実施形態に係る移動通信システムについて、図面を参照しなが
ら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似
の符号を付している。
【００１３】
　ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに
留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきである
。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていること
は勿論である。
【００１４】
　［実施形態の概要］
　実施形態に係る移動通信方法は、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートする一般セルと
前記ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしない特定セルとを含む移動通信システムにお
いて、前記ＭＢＭＳデータを移動端末に配信するための方法である。前記一般セルから報
知される前記ＭＢＭＳデータをコネクティッド状態で前記移動端末が受信する場合におい
て、前記特定セルの運用状態及び前記一般セルから前記移動端末に提供されるサービスの
状態の少なくとも１つに基づいて、前記一般セルにおける前記ＭＢＭＳデータの受信を継
続するか否かを判断するステップＡを備える。
【００１５】
　実施形態では、特定セルの運用状態及び一般セルから移動端末に提供されるサービスの
状態の少なくとも１つに基づいて、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか
否かが判断される。従って、ネットワーク効率の低下を抑制しながら、ＭＢＭＳデータの
継続的な受信を実現することができる。
【００１６】
　なお、実施形態において、特定セルは、小規模かつ大規模に配備されるセルであること
が好ましい。特定セルは、ＨＮＢ（Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、ＨｅＮＢ（Ｈｏｍｅ　Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、フェムトＢＴＳなどによって管理されるセルであること
が好ましい。すなわち、特定セルを管理する無線基地局は、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、フェムト
ＢＴＳなどである。
【００１７】
　［第１実施形態］
　（移動通信システム）
　以下において、第１実施形態に係る移動通信システムについて説明する。図１は、第１
実施形態に係る移動通信システム１００を示す図である。
【００１８】
　図１に示すように、移動通信システム１００は、無線端末１０（以下、ＵＥ１０）と、
コアネットワーク５０とを含む。また、移動通信システム１００は、第１通信システムと
第２通信システムとを含む。
【００１９】
　第１通信システムは、例えば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に
対応する通信システムである。第１通信システムは、例えば、基地局１１０Ａ（以下、ｅ
ＮＢ１１０Ａ）と、ホーム基地局１１０Ｂ（以下、ＨｅＮＢ１１０Ｂ）と、ホーム基地局
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ゲートウェイ１２０Ｂ（以下、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂ）と、ＭＭＥ１３０とを有する。
【００２０】
　なお、第１通信システムに対応する無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ；Ｅｖ
ｏｌｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）は、ｅＮＢ１１０Ａ、ＨｅＮＢ１１０Ｂ及びＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂに
よって構成される。
【００２１】
　第２通信システムは、例えば、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）に対応する通信システムである。第２通
信システムは、基地局２１０Ａ（以下、ＮＢ２１０Ａ）と、ホーム基地局２１０Ｂ（以下
、ＨＮＢ２１０Ｂ）と、ＲＮＣ２２０Ａと、ホーム基地局ゲートウェイ２２０Ｂ（以下、
ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂ）と、ＳＧＳＮ２３０とを有する。
【００２２】
　なお、第２通信システムに対応する無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ；Ｕｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は
、ＮＢ２１０Ａ、ＨＮＢ２１０Ｂ、ＲＮＣ２２０Ａ、ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂによって構成
される。
【００２３】
　ＵＥ１０は、第２通信システム或いは第１通信システムと通信を行うように構成された
装置（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）である。例えば、ＵＥ１０は、ｅＮＢ１１０Ａ及
びＨｅＮＢ１１０Ｂと無線通信を行う機能を有する。或いは、ＵＥ１０は、ＮＢ２１０Ａ
及びＨＮＢ２１０Ｂと無線通信を行う機能を有する。
【００２４】
　ｅＮＢ１１０Ａは、一般セル１１１Ａを管理しており、一般セル１１１Ａに存在するＵ
Ｅ１０と無線通信を行う装置（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００２５】
　ＨｅＮＢ１１０Ｂは、特定セル１１１Ｂを管理しており、特定セル１１１Ｂに存在する
ＵＥ１０と無線通信を行う装置（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００２６】
　ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂは、ＨｅＮＢ１１０Ｂに接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂを
管理する装置（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ　Ｇａｔｅｗａｙ）である。
【００２７】
　ＭＭＥ１３０は、ｅＮＢ１１０Ａと接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂと無線接続を設
定しているＵＥ１０の移動性を管理する装置（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　Ｅｎｔｉｔｙ）である。また、ＭＭＥ１３０は、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂを介してＨｅ
ＮＢ１１０Ｂと接続されており、ＨｅＮＢ１１０Ｂと無線接続を設定しているＵＥ１０の
移動性を管理する装置である。
【００２８】
　ＮＢ２１０Ａは、一般セル２１１Ａを管理しており、一般セル２１１Ａに存在するＵＥ
１０と無線通信を行う装置（ＮｏｄｅＢ）である。
【００２９】
　ＨＮＢ２１０Ｂは、特定セル２１１Ｂを管理しており、特定セル２１１Ｂに存在するＵ
Ｅ１０と無線通信を行う装置（Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ）である。
【００３０】
　ＲＮＣ２２０Ａは、ＮＢ２１０Ａに接続されており、一般セル２１１Ａに存在するＵＥ
１０と無線接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を設定する装置（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）である。
【００３１】
　ＨＮＢ－ＧＷ２２０Ｂは、ＨＮＢ２１０Ｂに接続されており、特定セル２１１Ｂに存在
するＵＥ１０と無線接続（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を設定する装置（Ｈｏｍｅ　
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ＮｏｄｅＢ　Ｇａｔｅｗａｙ）である。
【００３２】
　ＳＧＳＮ２３０は、パケット交換ドメインにおいてパケット交換を行う装置（Ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）である。ＳＧＳＮ２３０は、コアネット
ワーク５０に設けられる。図１では省略しているが、回線交換ドメインにおいて回線交換
を行う装置（ＭＳＣ；Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）がコアネット
ワーク５０に設けられていてもよい。
【００３３】
　なお、一般セル及び特定セルは、ＵＥ１０と無線通信を行う機能として理解すべきであ
る。但し、一般セル及び特定セルは、セルのカバーエリアを示す用語としても用いられる
。また、一般セル及び特定セルなどのセルは、セルで用いられる周波数、拡散コード又は
タイムスロットなどによって識別される。
【００３４】
　特定セルは、フェムトセル、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕ
ｐ）セル、ホームセルなどと称されることもある。また、特定セルは、特定セルにアクセ
ス可能なＵＥ１０を規定するアクセス種別が設定可能に構成されている。アクセス種別は
、「Ｃｌｏｓｅｄ」、「Ｈｙｂｒｉｄ」又は「Ｏｐｅｎ」である。
【００３５】
　「Ｃｌｏｓｅｄ」の特定セルは、特定セルによって管理されるＵＥ１０（ＵＥ；Ｕｓｅ
ｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対するサービスの提供のみが許可されるように構成される。
【００３６】
　「Ｈｙｂｒｉｄ」の特定セルは、例えば、特定セルによって管理されるＵＥ１０に対し
て高品質の通信が許可されるように構成されており、特定セルによって管理されていない
ＵＥ１０に対してベストエフォート品質の通信が許可されるように構成される。
【００３７】
　「Ｏｐｅｎ」の特定セルは、一般セルと同様に、全てのＵＥ１０に対するサービスの提
供が許可されるように構成される。なお、「Ｏｐｅｎ」のセルでは、特定セルによって管
理されている否かによって、ＵＥ１０間の通信品質の差異が区別されない。
【００３８】
　なお、アクセス種別は、アクセスクラス毎にＵＥ１０のアクセスを禁止する「ＡＣＣＥ
ＳＳ　ＣＬＡＳＳ　ＢＡＲＲＥＤ」、セル毎にＵＥ１０のアクセスを禁止する「ＣＥＬＬ
　ＢＡＲＲＥＤ」であってもよい。
【００３９】
　なお、以下においては、第１通信システムについて主として説明する。但し、以下の記
載が第２通信システムに適用されてもよい。
【００４０】
　ここで、第１通信システムでは、下り方向の多重方式として、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）方式が用いられており、上り方向の多重方式として、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－
Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）方式が用いられる。
【００４１】
　また、第１通信システムでは、上り方向のチャネルとして、上り方向制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及び上
り方向共有チャネル（ＰＵＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）などが存在する。また、下り方向のチャネルとして、下り方向制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）及び下り方向共有チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などが存在する。
【００４２】
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　上り方向制御チャネルは、制御信号を搬送するチャネルである。制御信号は、例えば、
ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏ
ｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
）、ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどである。
【００４３】
　ＣＱＩは、下り方向の伝送に使用すべき推奨変調方式と符号化速度を通知する信号であ
る。ＰＭＩは、下り方向の伝送の為に使用することが望ましいプリコーダマトリックスを
示す信号である。ＲＩは、下り方向の伝送に使用すべきレイヤ数（ストリーム数）を示す
信号である。ＳＲは、上り方向無線リソース（後述するリソースブロック）の割当てを要
求する信号である。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、下り方向のチャネル（例えば、ＰＤＳＣＨ）を
介して送信される信号を受信できたか否かを示す信号である。
【００４４】
　上り方向共有チャネルは、制御信号（上述した制御信号を含む）又は／及びデータ信号
を搬送するチャネルである。例えば、上り方向無線リソースは、データ信号にのみ割当て
られてもよく、データ信号及び制御信号が多重されるように割当てられてもよい。
【００４５】
　下り方向制御チャネルは、制御信号を搬送するチャネルである。制御信号は、例えば、
Ｕｐｌｉｎｋ　ＳＩ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋ　ＳＩ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、ＴＰＣビットである。
【００４６】
　Ｕｐｌｉｎｋ　ＳＩは、上り方向無線リソースの割当てを示す信号である。Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　ＳＩは、下り方向無線リソースの割当てを示す信号である。ＴＰＣビットは、上
り方向のチャネルを介して送信される信号の電力の増減を指示する信号である。
【００４７】
　下り方向共有チャネルは、制御信号又は／及びデータ信号を搬送するチャネルである。
例えば、下り方向無線リソースは、データ信号にのみ割当てられてもよく、データ信号及
び制御信号が多重されるように割当てられてもよい。
【００４８】
　なお、下り方向共有チャネルを介して送信される制御信号としては、ＴＡ（Ｔｉｍｉｎ
ｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）が挙げられる。ＴＡは、ＵＥ１０とｅＮＢ１１０Ａとの間の送信タ
イミング補正情報であり、ＵＥ１０から送信される上り方向信号に基づいてｅＮＢ１１０
Ａによって測定される。
【００４９】
　また、下り方向制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）下り方向共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）以外
のチャネルを介して送信される制御信号としては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが挙げられる。ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫは、上り方向のチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）を介して送信される信号を
受信できたか否かを示す信号である。
【００５０】
　第１実施形態において、一般セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートするセルで
ある。一般セルは、ＭＢＭＳデータの内容（番組表）を示すＭＢＭＳサービス情報を報知
する。或いは、一般セルは、ＭＢＭＳサービス情報が変更される旨及びＭＢＭＳサービス
情報が変更されるタイミングを示すＭＢＭＳサービス変更情報を報知する。例えば、一般
セルは、ＭＢＭＳデータをＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）を介して送信する。また、一般セルは、ＭＢＭＳデータの内容（番組表）を示すＭ
ＢＭＳサービス情報をＭＣＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）を介して送信する。或いは、一般セルは、ＭＢＭＳサービス情報をＭＴＣＨを介して送
信する。或いは、一般セルは、ＭＢＭＳサービス情報を、報知チャネルを用いてＳＩＢと
して報知する。
【００５１】
　これに対して、特定セルは、ＭＢＭＳデータの同報配信をサポートしないセルである。
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従って、特定セルは、ＭＢＭＳデータを同報配信する機能を有しておらず、一般的には、
ＭＢＭＳサービス情報やＭＢＭＳサービス変更情報も報知しないことに留意すべきである
。但し、特定セルは、特定セルと接続しているコネクティッド状態のＵＥ１０に対して、
ＭＢＭＳデータを送信することは可能である。例えば、特定セルは、ＰＤＳＣＨを用いて
ＭＢＭＳデータを送信することが可能である。
【００５２】
　なお、一般セル及び特定セルは、報知チャネル（ＢＣＣＨ；Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して報知情報を報知する。報知情報は、例えば、ＭＩ
Ｂ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）やＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）などの情報である。
【００５３】
　（無線フレーム）
　以下において、第１通信システムにおける無線フレームについて説明する。図２は、第
１通信システムにおける無線フレームを示す図である。
【００５４】
　図２に示すように、１つの無線フレームは、１０のサブフレームによって構成されてお
り、１つのサブフレームは、２つのスロットによって構成される。１つのスロットの時間
長は、０．５ｍｓｅｃであり、１つのサブフレームの時間長は、１ｍｓｅｃであり、１つ
の無線フレームの時間長は、１０ｍｓｅｃである。
【００５５】
　なお、１つのスロットは、下り方向において、複数のＯＦＤＭシンボル（例えば、６つ
のＯＦＤＭシンボル或いは７つのＯＦＤＭシンボル）によって構成される。同様に、１つ
のスロットは、上り方向において、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（例えば、６つのＳＣ
－ＦＤＭＡシンボル或いは７つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）によって構成される。
【００５６】
　（無線リソース）
　以下において、第１通信システムにおける無線リソースについて説明する。図３は、第
１通信システムにおける無線リソースを示す図である。
【００５７】
　図３に示すように、無線リソースは、周波数軸及び時間軸によって定義される。周波数
は、複数のサブキャリアによって構成されており、所定数のサブキャリア（１２のサブキ
ャリア）を纏めてリソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）と称する。
時間は、上述したように、ＯＦＤＭシンボル（又は、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）、スロッ
ト、サブフレーム、無線フレームなどの単位を有する。
【００５８】
　ここで、無線リソースは、１リソースブロック毎に割当て可能である。また、周波数軸
及び時間軸上において、複数のユーザ（例えば、ユーザ＃１～ユーザ＃５）に対して分割
して無線リソースを割当てることが可能である。
【００５９】
　また、無線リソースは、ｅＮＢ１１０Ａによって割当てられる。ｅＮＢ１１０Ａは、Ｃ
ＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどに基づいて、各ＵＥ１０に割当てられる。
【００６０】
　（移動端末）
　以下において、第１実施形態に係る移動端末について説明する。図４は、第１実施形態
に係るＵＥ１０を示すブロック図である。
【００６１】
　以下においては、一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをＵＥ１０がコネクティ
ッド状態で受信する場合において、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止するケ
ースについて主として説明する。第１実施形態では、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの
受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行う。但し、一般セルから特
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定セルへのハンドオーバについては省略してもよい。
【００６２】
　なお、ＭＢＭＳデータを受信するＵＥ１０は、ＭＢＭＳデータを実際に受信しているＵ
Ｅ１０だけではなくて、ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０も含むことに留意す
べきである。ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０は、例えば、ＭＢＭＳデータの
内容に興味がある旨をネットワーク側に通知したＵＥ１０である。
【００６３】
　図４に示すように、ＵＥ１０は、通信部１１と、記憶部１２と、制御部１３とを有する
。
【００６４】
　通信部１１は、一般セルを管理する無線基地局（ｅＮＢ１１０Ａ又はＮＢ２１０Ａ）と
無線通信を行う。また、通信部１１は、特定セルを管理する無線基地局（ＨｅＮＢ１１０
Ｂ又はＨＮＢ２１０Ｂ）と無線通信を行う。
【００６５】
　記憶部１２は、ＵＥ１０を制御するための各種情報を記憶する。例えば、記憶部１２は
、ＵＥ１０を動作させるためのプログラムを記憶する。また、記憶部１２は、ＵＥ１０が
接続可能な特定セルのリスト、すなわち、ＵＥ１０に対するサービスの提供が許可された
特定セルのリスト（ＣＳＧ　ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）を記憶する。
【００６６】
　制御部１３は、ＵＥ１０の動作を制御する。例えば、制御部１３は、ＵＥ１０のハンド
オーバを制御する。
【００６７】
　一般的には、ハンドオーバは、ソースセルが判断するが、第１実施形態では、一般セル
から特定セルへのハンドオーバについて主として説明する。
【００６８】
　具体的には、制御部１３は、特定セルの運用状態及び一般セルからＵＥ１０に提供され
るサービスの状態の少なくとも１つに基づいて、一般セルから特定セルへのハンドオーバ
を行うか否かを判断する。
【００６９】
　制御部１３は、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止すると判断した場合には
、言い換えると、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行うと判断した場合には、Ｕ
Ｅ１０が接続可能な特定セルが存在する旨を示す情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ）を一般セルに送信する。これによって、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの
受信が中止されて、一般セルから特定セルへのハンドオーバが行われる。
【００７０】
　例えば、“ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ　ｓｅａｒｃｈ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ”において、Ｕ
Ｅ１０が接続可能な特定セルが特定された場合に、ＵＥ１０は、“Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ”を一般セルに送信する。一般セルは、“Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ”に基づいて、一般セルから特定セルへのハンドオーバをＵＥ１０に
実行させるか否かを判断する。
【００７１】
　これに対して、第１実施形態では、制御部１３は、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの
受信を継続すると判断した場合には、言い換えると、一般セルから特定セルへのハンドオ
ーバを行わないと判断した場合には、ＵＥ１０が接続可能な特定セルが存在する旨を示す
情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を一般セルに送信せずに、情報（Ｐ
ｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）の送信を中止する。これによって、一般セル
から特定セルへのハンドオーバをＵＥ１０の主導で中止することができる。
【００７２】
　例えば、“ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ　ｓｅａｒｃｈ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ”において、Ｕ
Ｅ１０が接続可能な特定セルが特定されたとしても、ＵＥ１０は、“Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ



(10) JP 2015-43580 A 2015.3.5

10

20

30

40

50

　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ”を一般セルに送信せずに、“Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ”の送信を中止する。
【００７３】
　ここで、特定セルの運用状態は、特定セルの負荷及び特定セルの設置状況の少なくとも
１つを含む。特定セルの負荷は、ダウンリンクのデータ量、アップリングのデータ量、ダ
ウンリンク及びアップリンクのデータ量などである。特定セルの設置状況は、特定セルの
カバーエリア、特定セルの周辺に設けられる一般セルのカバーエリアなどである。
【００７４】
　例えば、制御部１３は、図５に示すように、特定セルのカバーエリアに隣接するカバー
エリアを有する他の一般セルが存在している場合に、一般セルから特定セルへのハンドオ
ーバを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい。
一方で、制御部１３は、図６に示すように、特定セルのカバーエリアに隣接するカバーエ
リアを有する他の一般セルが存在していない場合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの
受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行うと判定してもよい。
【００７５】
　制御部１３は、特定セルの負荷が所定負荷よりも大きい場合に、一般セルから特定セル
へのハンドオーバを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断
してもよい。言い換えると、制御部１３は、特定セルの負荷が所定負荷よりも小さい場合
に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハン
ドオーバを行うと判断してもよい。
【００７６】
　サービスの状態は、ＭＢＭＳデータのデータ量、ＭＢＭＳデータ以外のユーザデータ量
及びＭＢＭＳデータの同報配信の停止の少なくとも１つを含む。
【００７７】
　例えば、制御部１３は、ＭＢＭＳデータの同報配信の停止が決定された場合に、一般セ
ルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを
行うと判断してもよい。言い換えると、制御部１３は、ＭＢＭＳデータの同報配信が継続
している場合に、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行わずに、一般セルにおける
ＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい。
【００７８】
　制御部１３は、ＭＢＭＳデータ以外のユーザデータ量が所定閾値よりも大きい場合に、
一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオ
ーバを行うと判断してもよい。言い換えると、制御部１３は、ＭＢＭＳデータ以外のユー
ザデータ量が所定閾値よりも小さい場合に、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行
わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい。
【００７９】
　制御部１３は、ＭＢＭＳデータのデータ量が所定閾値よりも大きい場合に、一般セルか
ら特定セルへのハンドオーバを行わず、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続す
ると判断してもよい。言い換えると、制御部１３は、ＭＢＭＳデータのデータ量が所定閾
値よりも小さい場合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルか
ら特定セルへのハンドオーバを行うと判断してもよい。
【００８０】
　（無線基地局）
　以下において、第１実施形態に係る無線基地局について説明する。図７は、第１実施形
態に係るｅＮＢ１１０Ａを示すブロック図である。なお、無線基地局は、ＮＢ２１０Ａで
あってもよい。
【００８１】
　以下においては、一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをＵＥ１０がコネクティ
ッド状態で受信する場合において、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行うケース
について主として説明する。
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【００８２】
　なお、ＭＢＭＳデータを受信するＵＥ１０は、ＭＢＭＳデータを実際に受信しているＵ
Ｅ１０だけではなくて、ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０も含むことに留意す
べきである。ＭＢＭＳデータを受信しようとするＵＥ１０は、例えば、ＭＢＭＳデータの
内容に興味がある旨をネットワーク側に通知したＵＥ１０である。
【００８３】
　図７に示すように、ｅＮＢ１１０Ａは、通信部１１３と、制御部１１４とを有する。
【００８４】
　通信部１１３は、一般セルに存在するＵＥ１０と無線通信を行う。また、通信部１１３
は、特定セルに存在するＵＥ１０と無線通信を行う。
【００８５】
　制御部１１４は、ｅＮＢ１１０Ａの動作を制御する。例えば、制御部１１４は、ＵＥ１
０のハンドオーバを制御する。
【００８６】
　一般的には、制御部１１４は、ＵＥ１０から受信する測定報告に基づいて、ＵＥ１０の
ハンドオーバを制御するが、第１実施形態では、一般セルから特定セルへのハンドオーバ
について主として説明する。
【００８７】
　具体的には、制御部１１４は、特定セルの運用状態及び一般セルからＵＥ１０に提供さ
れるサービスの状態の少なくとも１つに基づいて、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受
信を継続するか否かを判断する。第１実施形態において、制御部１１４は、一般セルから
特定セルへのハンドオーバを行うか否かを判断してもよい。
【００８８】
　制御部１１４は、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特
定セルへのハンドオーバを行うと判断した場合には、ＵＥ１０が接続可能な特定セルが存
在する旨を示す情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）をＵＥ１０から受信
する。これによって、一般セルから特定セルへのハンドオーバが行われる。
【００８９】
　これに対して、第１実施形態では、制御部１１４は、一般セルにおけるＭＢＭＳデータ
の受信を継続して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行わないと判断した場合に
は、ＵＥ１０が接続可能な特定セルが存在する旨を示す情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ）をＵＥ１０から受信しても、このような情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に応じた処理（ハンドオーバ処理等）を省略する。これによって
、一般セルから特定セルへのハンドオーバが中止される。
【００９０】
　ここで、特定セルの運用状態は、上述したように、特定セルの負荷及び特定セルの設置
状況の少なくとも１つを含む。特定セルの負荷は、ダウンリンクのデータ量、アップリン
グのデータ量、ダウンリンク及びアップリンクのデータ量などである。特定セルの設置状
況は、特定セルのカバーエリア、特定セルの周辺に設けられる一般セルのカバーエリアな
どである。
【００９１】
　例えば、制御部１１４は、上述したように、特定セルのカバーエリアに隣接するカバー
エリアを有する他の一般セルが存在している場合に、一般セルから特定セルへのハンドオ
ーバを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい（
図５を参照）。一方で、制御部１１４は、上述したように、特定セルのカバーエリアに隣
接するカバーエリアを有する他の一般セルが存在していない場合に、一般セルにおけるＭ
ＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行うと判定し
てもよい（図６を参照）。
【００９２】
　制御部１１４は、特定セルの負荷が所定負荷よりも大きい場合に、一般セルから特定セ
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ルへのハンドオーバを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判
断してもよい。言い換えると、制御部１１４は、特定セルの負荷が所定負荷よりも小さい
場合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへの
ハンドオーバを行うと判断してもよい。
【００９３】
　サービスの状態は、上述したように、ＭＢＭＳデータのデータ量、ＭＢＭＳデータ以外
のユーザデータ量及びＭＢＭＳデータの同報配信の停止の少なくとも１つを含む。
【００９４】
　例えば、制御部１１４は、ＭＢＭＳデータの同報配信の停止が決定された場合に、一般
セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバ
を行うと判断してもよい。言い換えると、制御部１１４は、ＭＢＭＳデータの同報配信が
継続している場合に、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行わずに、一般セルにお
けるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい。
【００９５】
　制御部１１４は、ＭＢＭＳデータ以外のユーザデータ量が所定閾値よりも大きい場合に
、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンド
オーバを行うと判断してもよい。言い換えると、制御部１１４は、ＭＢＭＳデータ以外の
ユーザデータ量が所定閾値よりも小さい場合に、一般セルから特定セルへのハンドオーバ
を行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断してもよい。
【００９６】
　制御部１１４は、ＭＢＭＳデータのデータ量が所定閾値よりも大きい場合に、一般セル
から特定セルへのハンドオーバを行わず、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続
すると判断してもよい。言い換えると、制御部１１４は、ＭＢＭＳデータのデータ量が所
定閾値よりも小さい場合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セ
ルから特定セルへのハンドオーバを行うと判断してもよい。
【００９７】
　（移動通信方法）
　以下において、第１実施形態に係る移動通信方法について説明する。図８は、第１実施
形態に係る移動通信方法を示すシーケンス図である。
【００９８】
　以下においては、一般セルから報知される前記ＭＢＭＳデータをＵＥ１０がコネクティ
ッド状態で受信する場合において、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止するケ
ースについて主として説明する。第１実施形態では、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの
受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行う。
【００９９】
　図８に示すように、ステップ１０において、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａは、Ｕ
Ｅ１０に対して、ＵＥ１０が接続可能な特定セルが存在するか否かを報告するように要求
する情報（Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を送信する。
【０１００】
　ステップ２０において、ＵＥ１０は、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａに対して、Ｕ
Ｅ１０が接続可能な特定セルが存在する旨を示す情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ）を送信する。
【０１０１】
　なお、上述したように、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行わずに、一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するとＵＥ１０が判断した場合には、ＵＥ１０は、
このような情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を送信しないことに留意
すべきである。従って、このようなケースでは、一連のシーケンスが終了して、一般セル
から特定セルへのハンドオーバが行われずに、一般セルの接続が維持される。
【０１０２】
　ステップ３０において、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａは、ＵＥ１０に対して、情
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報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）によって報告された特定セルの品質の
測定を指示する情報（Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を送信する。このような情報（
Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）は、特定セルの品質を測定するための測定ギャップを
含む。
【０１０３】
　なお、上述したように、一般セルから特定セルへのハンドオーバを行わずに、一般セル
におけるＭＢＭＳデータの受信を継続するとｅＮＢ１１０Ａが判断した場合には、ＵＥ１
０は、このような情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に応じた処理を省
略することに留意すべきである。従って、このようなケースでは、一連のシーケンスが終
了して、一般セルから特定セルへのハンドオーバが行われずに、一般セルの接続が維持さ
れる。
【０１０４】
　ステップ４０において、ＵＥ１０は、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａに対して、特
定セルの品質報告を送信する。品質報告は、特定セルを識別する物理識別子（ＰＣＩ；Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を含む。
【０１０５】
　ステップ５０において、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａは、ＵＥ１０に対して、報
知情報（ＳＩ；Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の取得を維持する情報（ＳＩ　
request）を送信する。
【０１０６】
　ステップ６０において、ＵＥ１０は、特定セルを管理するＨｅＮＢ１１０Ｂから報知さ
れる報知情報（ＳＩ）を受信する。報知情報（ＳＩ）は、ＣＧＩ（Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａ
ｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、ＴＡＩ（Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、
ＣＳＧ　ＩＤなどを含む。
【０１０７】
　ステップ７０において、ＵＥ１０は、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａに対して、ス
テップ６０で取得した報知情報、特定セルに接続可能であるか否かを示す情報（Ｍｅｍｂ
ｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を送信する。
【０１０８】
　ステップ８０において、一般セルを管理するｅＮＢ１１０Ａは、ＭＭＥ１３０に対して
、一般セルから特定セルへのハンドオーバを要求する情報（ＨＯ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）を
送信する。
【０１０９】
　ステップ９０において、ＭＭＥ１３０は、特定セルに対するＵＥ１０の接続を許可する
か否かを判断する。ここでは、特定セルに対するＵＥ１０の接続が許可されるものとして
説明を続ける。
【０１１０】
　ステップ１００及びステップ１１０において、ＭＭＥ１３０は、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０
Ｂを介して、特定セルを管理するＨｅＮＢ１１０Ｂに対して、一般セルから特定セルへの
ハンドオーバを要求する情報（ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信する。
【０１１１】
　ステップ１２０において、特定セルを管理するＨｅＮＢ１１０Ｂは、ＵＥ１０に対する
無線リソースを割り当てる。
【０１１２】
　ステップ１３０及びステップ１４０において、特定セルを管理するＨｅＮＢ１１０Ｂは
、ＨｅＮＢ－ＧＷ１２０Ｂを介して、ＭＭＥ１３０に対して、ＭＭＥ１３０から受信する
情報（Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）に対する応答（ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃ
ｋ）を送信する。
【０１１３】
　ステップ１５０及びステップ１６０において、ＭＭＥ１３０は、一般セルを管理するｅ
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ＮＢ１１０Ａを介して、ＵＥ１０に対して、一般セルから特定セルへのハンドオーバを指
示する情報（ＨＯ　ｃｏｍｍａｎｄ）を送信する。
【０１１４】
　（作用及び効果）
　第１実施形態では、特定セルの運用状態及び一般セルからＵＥ１０に提供されるサービ
スの状態の少なくとも１つに基づいて、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続す
るか否かが判断される。従って、ネットワーク効率の低下を抑制しながら、ＭＢＭＳデー
タの継続的な受信を実現することができる。
【０１１５】
　詳細には、特定セルの運用状態を用いて、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継
続するか否かを判断することによって、以下の効果が得られる。
【０１１６】
　例えば、図５に示すケースのように、特定セルのカバーエリアに隣接するカバーエリア
を有する他の一般セルが存在している場合に、一般セルから特定セルへのハンドオーバを
行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続すると判断する。これによって
、ＭＢＭＳデータの継続的な受信が実現される。一方で、図６に示すケースのように、特
定セルのカバーエリアに隣接するカバーエリアを有する他の一般セルが存在していない場
合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハ
ンドオーバを行うことによって、特定セルを有効に利用することができる。なお、図６に
示すケースでは、一般セルの接続が維持されたとしても、ＭＢＭＳデータの継続的な受信
が実現されない可能性があることに留意すべきである。
【０１１７】
　特定セルの負荷が所定負荷よりも大きい場合に、一般セルから特定セルへのハンドオー
バを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続する。これによって、特定
セルの輻輳が生じずに、ＭＢＭＳデータの継続的な受信が実現される。一方で、特定セル
の負荷が所定負荷よりも小さい場合に、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止し
て、一般セルから特定セルへのハンドオーバが行われる。これによって、特定セルが積極
的に利用され、ネットワーク効率が向上する。また、仮に、特定セルからＭＢＭＳデータ
をユニキャストで送信しても、特定セルの輻輳が生じない。
【０１１８】
　また、サービスの状態を用いて、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続するか
否かを判断することによって、以下の効果が得られる。
【０１１９】
　例えば、ＭＢＭＳデータ以外のユーザデータ量が所定閾値よりも大きい場合に、一般セ
ルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバが
行われる。ＭＢＭＳデータ以外のサービスについて、特定セルを積極的に利用することに
よって、一般セルの負荷を下げることができ、ネットワーク効率が向上する。一方で、Ｍ
ＢＭＳデータ以外のユーザデータ量が所定閾値よりも小さい場合に、一般セルから特定セ
ルへのハンドオーバを行わずに、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続する。Ｍ
ＢＭＳデータの継続的な受信が実現される。
【０１２０】
　ＭＢＭＳデータのデータ量が所定閾値よりも大きい場合に、一般セルから特定セルへの
ハンドオーバを行わず、一般セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を継続する。これによっ
て、データ量が多いＭＢＭＳデータが一般セルから同報配信されるため、ネットワーク効
率が向上する。一方で、ＭＢＭＳデータのデータ量が所定閾値よりも小さい場合に、一般
セルにおけるＭＢＭＳデータの受信を中止して、一般セルから特定セルへのハンドオーバ
が行われる。これによって、特定セルが積極的に利用され、ネットワーク効率が向上する
。また、仮に、特定セルからＭＢＭＳデータをユニキャストで送信しても、特定セルの輻
輳が生じない。
【０１２１】
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　［その他の実施形態］
　本発明は上述した実施形態によって説明したが、この開示の一部をなす論述及び図面は
、この発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様々な
代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【０１２２】
　実施形態では特に触れていないが、ＵＥ１０は、一般セルから特定セルへのハンドオー
バが行われた後において、特定セルにおいてコネクティッド状態に遷移し、特定セルから
ユニキャストでＭＢＭＳデータを受信してもよい。例えば、ＭＢＭＳデータは、ＰＤＳＣ
Ｈを用いて受信される。但し、特定セルからＭＢＭＳデータをユニキャストで送信する処
理、又は、特定セルからＭＢＭＳデータをユニキャストで受信する処理は、必ずしも行わ
れなくてもよい。
【０１２３】
　実施形態では特に触れていないが、ｅＮＢ１１０Ａは、一般セルから特定セルへのハン
ドオーバを行わないと判断した場合には、一般セルから特定セルへのハンドオーバを要求
する情報（ＨＯ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ）の送信を中止してもよい。これによって、一般セル
から特定セルへのハンドオーバが中止される。
【０１２４】
　実施形態では、一般セルから特定セルへのハンドオーバとして、ＭＭＥ１３０を経由す
るハンドオーバ手順（Ｓ１ハンドオーバ手順）を例示した。しかしながら、一般セルから
特定セルへのハンドオーバ手順は、基地局間のインタフェースを用いるハンドオーバ手順
（Ｘ２ハンドオーバ手順）であってもよい。
【０１２５】
　実施形態では特に触れていないが、ＵＥ１０は、ハンドオーバのターゲットセルが特定
セルである場合に、ＵＥ１０が受信しているＭＢＭＳデータの状態を示すＭＢＭＳ状態情
報を一般セルに送信してもよい。ＭＢＭＳ状態情報は、例えば、（ａ）ＭＢＭＳデータを
受信しているか否かを示す情報、（ｂ）ＵＥ１０が受信しているＭＢＭＳデータの内容を
示すＭＢＭＳサービス情報、及び、（ｃ）ＵＥ１０が受信しているＭＢＭＳデータの周波
数を示す情報のうち、少なくとも１つ以上の情報である。
【０１２６】
　ここで、ＵＥ１０は、ステップ２０で送信する情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ）とともに、ＭＢＭＳ状態情報を送信してもよい。或いは、ＵＥ１０は、ステ
ップ４０で送信する測定報告とともに、ＭＢＭＳ状態情報を送信してもよい。
【０１２７】
　なお、一般セルは、ＭＢＭＳ状態情報に基づいて、一般セルから特定セルへのハンドオ
ーバを行うか否かを判断してもよい。
【０１２８】
　上述した実施形態では特に触れていないが、ＵＥ１０が実行する各ステップをコンピュ
ータに実行させるプログラムが提供されてもよい。或いは、ＵＥ１０が実行する各ステッ
プ（上述したプログラム）を実行するプロセッサが提供されてもよい。プログラムは、コ
ンピュータ読取り可能媒体に記録されていてもよい。コンピュータ読取り可能媒体を用い
れば、コンピュータにプログラムをインストールすることが可能である。ここで、プログ
ラムが記録されたコンピュータ読取り可能媒体は、非一過性の記録媒体であってもよい。
非一過性の記録媒体は、特に限定されるものではないが、例えば、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ
－ＲＯＭ等の記録媒体であってもよい。
【０１２９】
　［付記］
　→ネットワークベースの動作
　ＭＢＭＳサービスの継続性をサポートするために、ネットワークは、特定のセル負荷、
ＭＢＭＳデータのサイズ、ＭＢＭＳサービスのカバレッジ状況及び信頼性を考慮する。よ
って、ＭＢＭＳ非対応セルへのインバウンドモビリティーのためのハンドオーバ判断を行
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う前に、ネットワークがＵＥからのＭＢＭＳ状態情報を受信することは有益である。よっ
て、ＵＥは、ＭＢＭＳ非対応セルへ移動する前に、ＭＢＭＳ状態情報をネットワークに提
供すべきである。
【０１３０】
　この場合、ＵＥがＭＢＭＳ状態情報をいつ・何回送信するのが適切かについて問題とな
るが、ＵＥはコネクティッドの間は異なるＭＢＭＳサービスを受信する可能性があるので
、ＵＥがハンドオーバの直前にＭＢＭＳ状態情報を送信することが重要である。それより
も頻繁にＭＢＭＳ状態情報を更新することは、ネットワークへの不要なシグナリング負荷
を与えることになる。よって、ＵＥは、ハンドオーバ判断プロセスの直前にのみＭＢＭＳ
状態情報を送信すべきである。
【０１３１】
　ＣＳＧセルは、ＭＢＭＳ非対応セルの特殊なケースである。現在は、ＣＳＧセルへのイ
ンバウンドモビリティーのためのネットワークの判断は、主に、ＵＥからのメジャメント
レポート、及びターゲットセルがＵＥのホワイトリストに属するか否かに基づいている。
メンバーＵＥがＣＳＧセルの近傍にいると自律的に判断すると、ＵＥは、Ｐｌｏｘｉｍｉ
ｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージをネットワークに送信する。また、ＣＳＧセルにつ
いての周波数のメジャメントコンフィグレーションが存在しない場合、ネットワークは、
その周波数について測定及びレポートをＵＥに行わせるよう設定するか否かについて判断
する。よって、ＵＥがいつＭＢＭＳ状態情報をネットワークに報告できるかについて２つ
の選択肢がある。
【０１３２】
　選択肢１は、メジャメントレポートを送信する際にＭＢＭＳ状態情報をネットワークに
送信するというものである（図９）。
【０１３３】
　選択肢２は、ＵＥがＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージをネットワー
クに送信する際にＭＢＭＳ状態情報を送信するというものである（図１０）。
【０１３４】
　選択肢１によれば、ＵＥはＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージと共に
ＭＢＭＳ状態情報を送信しないので、所定の周波数に対する測定をＵＥに設定することに
ついてのネットワークの判断は、ＵＥがＭＢＭＳ関連の動作を行っているか否かに基づか
ない。メジャメントレポートを送信する際にＭＢＭＳ状態情報をネットワークに送信する
場合、ネットワークは、ハンドオーバ判断の前に、ＵＥがＭＢＭＳサービスを受信してい
るかを知ることができない。
【０１３５】
　選択肢２によれば、ＵＥがＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージをネッ
トワークに送信する際に知らせることができるので、ネットワークは、例えばＭＢＭＳサ
ービス又はＭＢＭＳ通知情報の欠如により、ＣＳＧセルへのＵＥのハンドオーバを行わな
いと判断する場合には、イントラ周波数の測定をＵＥに行わせる設定を要しない。よって
、不要なシグナリング及びＵＥの消費電力を削減できる。少なくともネットワークはＵＥ
のＭＢＭＳ活動の十分な知識を用いてハンドオーバ判断を行う。
【０１３６】
　選択肢２は、適切なタイミングでネットワークに適切な情報を提供できるので、選択肢
２がより好ましい。よって、ＵＥは、ＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセー
ジをネットワークに送信し、且つＭＢＭＳ状態情報を送信すべきである。
【０１３７】
　→ＵＥベースの動作
　いくつかのケースにおいて、例えばＣＳＧセルで利用できないＭＢＭＳ変更通知の受信
を継続するために、ＵＥがＭＢＭＳサービングセルでＭＢＭＳサービスを継続することが
望ましい。ＭＢＭＳサービングセルの信号強度が劣化しておらず、且つ不要なシグナリン
グを更に削減するために、ＵＥは、ＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージ
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ＭＳ状態情報のネットワークへの送信も不要になる。よって、ＵＥは、ＭＢＭＳサービス
の継続性をサポートするために、ＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージを
ネットワークに送信するか否かを自律的に判断する選択肢を持つべきである。
【０１３８】
　ＣＳＧセルへのインバウンドモビリティーのためにＭＢＭＳ状態情報をネットワークに
通知することの必要性について説明した。特に、インター周波数及びイントラ周波数のハ
ンドオーバの両方についてＭＢＭＳ状態情報を送信するタイミングについて説明した。他
の種類のＭＢＭＳ非対応セルにおけるＭＢＭＳサービスの継続性をどのように提供するか
は更なる検討が必要である。
【０１３９】
　ＵＥは、ＭＢＭＳ非対応セルへ移動する前に、ＭＢＭＳ状態情報をネットワークに提供
すべきである。
【０１４０】
　ＵＥは、ハンドオーバ判断プロセスの直前にのみＭＢＭＳ状態情報を送信すべきである
。
【０１４１】
　ＵＥは、ＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージをネットワークに送信し
、且つＭＢＭＳ状態情報を送信すべきである。
【０１４２】
　ＵＥは、ＭＢＭＳサービスの継続性をサポートするために、ＰｌｏｘｉｍｉｔｙＩｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎメッセージをネットワークに送信するか否かを自律的に判断する選択肢を
持つべきである。
【０１４３】
　なお、米国仮出願第６１／５２３１４０号（２０１１年８月１２日出願）及び米国仮出
願第６１／６４５９８３号（２０１２年５月１１日出願）の全内容が、参照により、本願
明細書に組み込まれている。
【産業上の利用可能性】
【０１４４】
　本発明によれば、ネットワーク効率の低下を抑制しながら、ＭＢＭＳデータの継続的な
受信を実現することができる。
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